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Abstract
This report discusses the optilnum design of pitch tilne of rnOnotonous operations in aOMァ
line  ln Order to investigate the learning phenomena,six ditterent length niodel works、ver  set
up  And they Ⅵァere considered in all their aspect  From the experirnental results it M′as



























































作業台の高 さは70 cm,作業者か ら部品置場
A・完成品置場 Bまでの距離は約60 cm程度で
ある。また,部品置場Aと完成品置場 Bとの間
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4。 ま と め
作業設計に関する研究において,流れ作業に
お l′ナる単調作業のピッチタイムについて,所要
時間の異なる6通りのモデル作業を設定し,実
験的に習熟効果を中心に考慮に入れた考察の結
果,以下の結論が得られた。
(1)習熟は様々な要因により引き起こされ
るので,それらを改善する必要がある。
(2)所要時間の長い作業の方が習熟効果が
大きいが,長い習熟期間を必要とする。
(3)所要時間の長い作業の方が,新しく作業
開始時において,大きな変化が生じやすい。
(4)所要時間があまり短すぎても作業が単
純化され過ぎ,単に作業遂行の動作スピードの
増加を招 くだlすである。
(5)本実験のモデル作業の最適 ピッチタイ
ムとしては約 15秒位であると推察される。
本筆ながら,本研究に際し往l協力いただいた
唐牛賢治,楠吉友,松川理の各氏 (八戸工業大
学昭和 60年度卒業生),遠藤一彦,佐藤祐司,高
橋論の各氏 (八戸工業大学昭和 61年度卒業生)
に心から感謝致します。
引用・参考文献
1)労働省労働基準局監督課:単調労働,労務行政
研究所 (1970)
-28
84 9
-10
91 2
-18
79 8
-15-
2)師岡孝次:習熟性工学,建鳥社 (1969)1～15
3)日本経営工学会編 :経営工学便覧,丸善(1975)
223-225,269^日270
4)小嶋高良:パー ソナルコンピュータのデータ
入力作業における一連続作業時間について
一一 最適作業時間の設計に関する研究―― ,
八戸工業大学紀要,V014(1985)1～14
5)小嶋高良 :′く―ソナルコンピュータのデータ
入力作業における習熟について (第2報)一―
最適作業時間の設計に関する研究十~,八戸
工業大学紀要,VOl.5(1986)1～7
6)長町三生:職務充実の設計,ダイヤモン ド社
(1973)
7)近藤武。堀江良典:単調労l動の問題点に関する
一考察, 日本大学生産工学部第9回学術講演
八戸工業大学紀要 第7巻
会,(1976)85～8
8)師岡孝次:作業習熟の経済原貝」,日本経営工学
会誌,V0128,No.1(1977)37～43
9)中山・師岡:手の要素動作の習熟について,人
間工学,VO1 16,No.1(1980)37～40
10)曽根・殿木:多因子作業の習熟に関する一考
察,Vo1 32.No 2(1981)118～124
11)川上。上野:二つの異なる作業方式における作
業習熟に関する一考察―― 組立作業システム
の設計に関する研究――, 日本経営工学会昭
和60年度春季大会予稿集,(1985)45～46
12)岸田孝弥:一連続作業時間に関する一考察,日
本経営工学会昭和54年度春季研究発表会予稿
集,111～12,(1979)
-16-
